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 平成１８年３月期 中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  平成１７年７月２９日に公表した平成１８年３月期(平成１７年４月１日～平成１８年３月３１
日)の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成１８年３月期中間単独業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５,６４７ △１９０ △１２０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５,５３６ △２６８ △８７ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１１１ △７８ ３３ 

増 減 率            （％） △２.０ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年９月中間期） 

５,９８９ △１３８ △７９ 

 
２．平成１８年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５,６５７ △２００ △１２５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５,５３６ △２７６ △９２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１２１ △７６ ３３ 

増 減 率            （％） △２.１ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年９月中間期） 

６,０２１ △３３ △８ 

 

３．修正の理由 

当中間期は､前中間期売上高に寄与したガスクロマトグラフ、上下水道用分析計等の基本プロセス

計測器の出足が思いの外鈍く、電子計測器ではネットワーク用機器(組込用ＣＰＵボード)の売上高が

減少いたしました。このため、中間期の売上高および経常利益は前回発表予想より下回る見込みです

が、中間純損失は有価証券売却による特別利益１４７百万円により、改善される見込みです。 

通期業績予想につきましては、現在検討中であり中間決算発表時に公表させていただきます。 

以  上 


